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新型コロナウイルス感染症情報

寝屋川市からのお知らせ
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、

市民のみなさまへのお願いです。

　新型コロナウイルスが爆発的な感染拡大を続けており、国内では8,582人の感染が確認、
136人が死亡しました。本市でも８人の感染者患者が確認されています。（４月16日時点）。

御理解・御協力をお願いします。

自宅待機
要 請 中　新型コロナウイルス感染症については、都市部における患者の急増、感染源が分から

ない事例が増加するなどの事態となり、４月７日、大阪府を含む７都府県を対象として、
16日には全国を対象に期限を区切った緊急事態宣言が発令されました。
 　本市の現状は、４月16日現在、８名の方が新型コロナウイルスに感染したことが確認
されました。府内の感染状況は日々変化しており、引き続き、感染拡大防止対策を進め
ていかなくてはなりません。
　本市では、今般の緊急事態宣言を受け、４月８日から対応フェーズを「フェーズ５【第一
段階】」に移行しています。今後も、府内や市内の感染状況等を踏まえ、迅速かつ柔軟な
対応に努めてまいります。
　市民の皆様には、大変なご苦労、ご心配が続いておりますが、今日、明日の行動が、そ
の先にある感染拡大を防ぎ、１日でも早い日常生活の回復に繋がることをご理解いただ
き、買い出し、通院、通勤又は健康維持に必要な短時間の散歩などの外出を除き、自宅待
機とする感染拡大防止対策にご協力をいただきますようお願いいたします。 

寝屋川市から市民の皆様へ

緊急事態宣言に伴う対応について～自宅待機要請～

※�買い出し、通院、通勤又は健康維持に必要な短時
間の散歩以外の外出を避け、自宅で待機してくだ
さい。

国が緊急事態宣言を発出しました
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府・市の発生状況（４月16日時点）

大阪府内の発生状況
参考：大阪府ホームページ※一日当たりの発生数 ※一週間当たりの発生数。調査中 1,822 件除く。

参考：厚生労働省ホームページ

国内の発生状況
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クラスター（集団）の発生を防止することが重要です。日頃の
生活の中で３つの「密」が重ならないよう工夫しましょう。

◦大人数が集まる密集場所 ◦間近で会話や発声をする密接場面

◦換気の悪い密閉空間

感染予防

飛沫
感染

接触
感染

感染者の飛沫（くしゃみ、
咳、つばなど）と一緒にウ
イルスが放出され、ほか
の人がそのウイルスを口
や鼻などから吸い込んで
感染します。

感染者がくしゃみや咳を手で押さえ
た後、その手で周りの物に触れると
ウイルスがつきます。ほかの人がそ
れを触るとウイルスが手に付着し、
その手で口や鼻を触ると粘膜から感
染します。

ウイルスをばらまいているかも…？

新型コロナウイルスは飛沫感染と接触感染により
うつると言われています。

外出先からの帰宅時や調理の前後、食事前などにこまめに石けんなどで手
を洗いましょう。

❶手のひらをよくこする

❺親指をねじり洗いする ❻手首もねじり洗いする ❼流水で石けんと
　汚れを洗い流す

❽タオルの使い回しは
　しないこと

❷手の甲を伸ばすようにこする ❸指先・爪の間をこする ❹指の間をこする

正しい手 の 洗い 方

咳などの症状がある人は、マスクをつけてください。マスクが
ないときは、ティッシュやハンカチなどで口を押さえるか、手を
使わず袖などで口をおさえてください。

大きめのハンカチ・ヘアゴム ①ハンカチは布の網目が細かいものを！
②ヘアゴムは太めで長いもの（手芸用ゴムなど）

正しい咳エチケット ダ メダ メ咳エチケット

マスクを着用する ティッシュ・ハンカチ
などで口や鼻を覆う

上着の内側や
袖で覆う

なにもせずに
せきやくしゃみをする

せきやくしゃみを手で
押さえる

手作りマスクを作ってみよう！
参考：�文部科学省YouTube「やってみよう！新型コロナウイルス感染症対策　みんなでできること」（右のＱＲコード）

裏面

表面

用意する
もの

①�半分に折ったハンカチをさ
らに半分に折る（４分の１）。

③�両端を３等分の位置で
折る。

②�幅３等分の位置にゴムを左
右から通す。

④完成！
２枚めくって折り込む

❶ ❸-1

❸-2

❷ ❹-1

❹-2

発声したり食事したりしても飛沫は拡散します。
くしゃみや咳をすると約２ｍ飛散するともいわれ
ています。もしかすると自分が感染者かもしれな
いという意識を持ちましょう。

３つの条件がそろう場所がク
ラスター（集団）発生のリス
クが高い！
※�３つの条件のほか、共同で使
う物品には消毒なども行って
ください。ポイント

針・糸
いらず

３密を避ける

手洗い

咳エチケット

くしゃみでウイルスが飛ぶ距離２ｍ
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新型コロナ受診相談センター（☎072・829・8455）に相談
� 渡航歴や新型コロナウイルス陽性者との接触歴、病状などを詳しく聞き取ります

感染が疑われる

当てはまる当てはまる

PCR検査実施 相談者からかかりつけ医などに
事前に電話の上受診

新型コロナウイルス感染症は風邪と似た症状ですので、この受診相談フローを参考にしてください。

感染の可能性が低い

当てはまらな い

※�ＰＣＲ検査は、病院で検体を採取し、保健所が行政検査として検査
機関に搬送、結果判明まで時間を要する場合があります。

焦らず 自 宅 で 経 過 観 察

I n t e r v i e w

新型コロナ相談フロー

寝屋川市基準 どこまでOK？

自宅待機要請中▶ 体 調 不 良 を 感 じ たら …

Ｑ＆Ａ
　市民の皆さんにおかれましては、決して他人事と思わず、自分も感染する可能性があると認識してくださ
い。また、特に高齢者や基礎疾患を持っている人が感染した場合には重症化するなど、命に関わる事態にな
る可能性もありますので、危機意識を持ち、自宅待機や感染対策の徹底をお願いします。

※外出に許可は必要ありません。また、外出に対する「通報・指導」などの規定はありません。

買い出しは？Ｑ1

外食は？Ｑ4

通勤・通院は？Ｑ2

自宅での
お茶会は？Ｑ5

散歩は？Ｑ3

外でたくさんの
友達と遊ぶことは？Ｑ6

必要最小限の人数で、短
時間ですませ、密集は避
けましょう。

原則、自宅待機要請中は３
密を避けましょう。どうして
も必要な場合は、テイクア
ウトなどを活用しましょう。

マスクを着ける、通勤・通院時間
を変更するなど対策しましょう。

原則、自宅待機要請中は３密を避けましょう。どうしても人と会う時は、
マスクを着ける、２ｍ以上距離を空けるなどの対策をしましょう。

健康維持に必要な短時間
にしましょう。

風邪の症状や37.5℃前後
の発熱が４日程度続いて
いる（高齢者・妊婦・基礎疾
患がある人は２日程度）

強いだるさ（倦怠感）や
息苦しさ（呼吸困難）があるA B又は

田邉　雅章 医師
寝屋川市保健所長

（呼吸器内科専門）
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問　防災課（☎８２５・２１９４、ＦＡＸ825・0334）

保健所が、市内病院の新型コロナウイ
ルス帰国者・接触者外来の受診調整

医師が外来で診察の上、保健所と相談し、
検査判断
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郵 送 などに 切り替 え た 主 な 手 続 き

主な取扱業務 問合せ先

保険・年金

国民健康保険の加入・脱退
届出

国民健康保険
担当

（☎813・1182）

国民年金の資格取得・喪失・
変更の届出 戸籍・住基担当

（☎824・1181）国民年金の保険料免除・納
付猶予・学生納付特例

高齢介護サービス費、支給
限度額認定の申請、家族介
護用品支給事業などの申請

高齢介護室
（☎838・0518）

健康・福祉

後期高齢者医療保険の被
保険者証の再交付

後期高齢者医療
担当

（☎813・1190）
子ども医療、ひとり親医療、
重度障害者医療、老人医
療、未熟児養育医療、特定
不妊治療、不育症医療

医療助成担当
（☎812・2363）

主な取扱業務 問合せ先

各種証明書
の発行

★はコンビニエン
スストアで100
円安く取得できま
す。市内に住民
登録または本籍
などがある人で、
マイナンバーカー
ドが必要です。

★住民票の写し

市民生活担当
（☎824・1570）

住民票記載事項証明書
★戸籍事項証明書
★戸籍の附票の写し

★課税（所得）証明書 市民税担当
（☎813・1114）

納税証明書 税務管理担当
（☎813・1138）

評価証明書・公課証明書 固定資産税担当
（☎813・1132）

各種届出
など

転出の届出 戸籍・住基担当
（☎824・1181）戸籍の届出（出生・転籍・

婚姻など）

税
原動機付自転車などの登
録・廃車

税務管理担当
（☎813・1138）

個人市民税・法人市民税
の申告・申請

市民税担当
（☎813・1114）

・新型コロナウイルス感
染症対策資金

・新型コロナウイルス感
染症対応緊急資金
＜大阪府＞

大阪府
☎06・6941・0351

新型コロナウイルス感
染症への対応のための

融資一覧
（セーフティネット保証）

＜中小企業庁＞

中小企業金融
相談窓口

☎03・3501・1544

新型コロナウイルス感
染症特別貸付制度
＜日本政策金融公庫＞

守口支店
☎06・6993・6121

中小企業・小規模
事業者相談窓口
＜経済産業省＞

多数窓口が設置されている
ため、問合せ先は経済産業省
のホームページ（右QRコー
ド）から確認してください。

大阪府の相談窓口
☎06・4397・3299
ＦＡＸ06・4397・3295
（平日午前9時～午後6時）

市立産業振興
センター

☎828・0751
（平日午前9時～午後５時30分）

助 成 など融  資相 談 窓 口

行政手続きなど

事業者の皆さんへ

�納 税・納 付・支 払 い の 猶 予 �休 業 もしくは 失 業 などによる 生 活
資 金 特 例 貸 付

市　税 市民サービス部徴収・納付担当
（☎813・1136）

国民健康保険料
後期高齢者医療保険料

市民サービス部徴収・納付担当
（☎813・1189）

介護保険料 高齢介護室（☎838・0518）
水道料金・
下水道使用料

上下水道局経営総務課
（☎824・1177）

新型コロナウイルス感染症の影響により、以下の納
税・納付・支払いすることが困難な場合の猶予・延長が
あります。詳しくは担当に問い合わせてください。

期間中、一部の手続きは窓口で取り扱っていませんので郵送で手続きしてください。
※�申請書又は届出書が市に到着後４～５日を要します（戸籍届は到着後、新しい戸籍謄本の発行に２週間程度を要しま
す）。その他の手続きは市ホームページ（右のＱＲコード）を見てください。

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、収入減少・
失業などで生活資金がない世帯への緊急小口資金・
総合支援資金の特例貸付制度があります。貸付に
は大阪府社会福祉協議会の審査があり
ます。詳しくは市社会福祉協議会ホーム
ページ（右のＱＲコード）又は問い合わせ
てください。

問　市社会福祉協議会（☎812・2040）

　 ４月20日から

市役所市民サービス部
（戸籍・住基、市民税、国民健康保険など）

月～金曜日　午前 9時～午後５時 30分
土曜日　午前 9時～午後１時
※�５月２日、９日の土曜日は休館です。

ねやがわシティ・ステーション
香里園シティ・ステーション
萱島シティ・ステーション
西シティ・ステーション
東シティ・ステーション

月～金曜日　午前 9時～午後５時 30分
土曜日　午前 9時～午後１時

堀溝サービス窓口 月～金曜日　午前 10時～午後５時

窓口業務の開庁時間を臨時的に短縮しています
　現在、市役所では、職員が新型コロナウイルスに感染した場合でも、市民生活に必要な行政機能を維
持するとともに、職員の通勤途中や執務中の感染防止のため、交代制勤務を行っています。そのため、
窓口開庁時間の短縮、ブースの縮小などを行っています。市民の皆さんには、可能な限り外出を控え、
郵送などでの手続きについてご理解・ご協力をお願いします。

問　市民サービス部総務担当（☎824・2112）

※日曜日、祝日は閉庁・閉館しています。

持続化給付金
＜経済産業省＞

感染症拡⼤により、特に⼤きな影
響を受けている事業者に対して、
事業の継続を⽀え再起の糧とな
る、事業全般に広く使える給付⾦

中小企業 金融・給付金相談窓口
☎0570・783・183

（午前9時～午後5時、土日・祝含む）

学校の臨時休業に
伴う支援

＜厚生労働省＞

◦労働者を雇用する事業主の場合
学校等休業助成金・
支援金、雇用調整

助成金コールセンター
☎0120・60・3999

（午前9時～午後9時、土日・祝含む）

◦�委託を受けて個人で仕事を行っ
ている場合

雇用調整助成金
＜厚生労働省＞

経済上の理由により、事業活動の
縮小を余儀なくされた事業主が、
雇用の維持を図るための休業手当
に要した費用を助成する制度
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新型コロナウイルス感染症による生活環境の変
化などで、知らず知らずのうちにストレスを抱え
ていませんか。ストレスから子どもに強く当たっ
てしまったり、ふさぎ込んでしまったりすること
があるかもしれません。子どもとの関わり方に悩
んだとき、虐待をしてしまいそうなときは迷わず
相談してください。秘密は厳守します。

問　こどもを守る課
 kodomo-m@city.neyagawa.osaka.jp

感染者や濃厚接触者、感染した人の治療にあ
たっている医療関係者やその家族がいわれのな
い差別を受けたという事例が発生しています。
新型コロナウイルス感染症は誰でも感染するリ
スクがあります。こういった差別や偏見は絶対に
許されるものではありません。公的機関が提供
する正確な情報を入手し、引き続き冷静な行動
に努めましょう。

外出自粛や休業などが続き、生活不安やストレ
スにより配偶者などからの暴力（ＤＶ）の増加や
深刻化が懸念されています。ＤＶは、重大な人権
侵害であり、いかなる状況にあっても、決して許
されるものではありません。不安を感じたら、一
人で悩まず相談してください。

�詳しくは総務省ホームページ又はコールセンター
に問い合わせください。

子どもとの 関 わり

☎838・0466
児童虐待についての相談

☎838・0181
子どもに関する相談

人 権

暴 力（ Ｄ Ｖ ）被 害
平日の午前９時～午後５時30分、祝日を除く

☎825・2168
人権・男女共同参画課

平日の午前９時～午後５時30分、祝日を除く

☎0570・003・110

みんなの人権１１０番
（全国共通人権相談ダイヤル）

平日の午前８時30分～午後５時15分、
祝日を除く

☎１８９

児童相談所
虐待対応ダイヤル

いちはやく

　新型コロナウイルス感染症の拡大状況に応じた市独自の対応フェーズ（段階）を設定し、対応に当た
ります。市民の皆さんの御理解・御協力をお願いします。
　なお、対応フェーズは府内や市内の感染状況などを踏まえ、内容を変更することがあります。

問　防災課（☎825・2194、ＦＡＸ825・0334）

フェーズ１ フェーズ２ フェーズ2.5 フェーズ３ フェーズ４ フェーズ５

市役所 開庁（各種手
続平常通り）

開庁継続（各種手続
平常通り）

開庁（窓口の
待合スペース
拡大、郵送な
ど一部手続の
簡素化など）

開庁継続（各種手続平常通り）
一部窓口を休止し、手続き可能
な業務は市ホームページ掲載
（不要不急な手続きの自粛要請
など）

公共施設
一部閉鎖（市
ホームペー
ジ掲載）

一部閉鎖継続（市ホームページ掲載） ほぼ全ての公共施設を閉鎖（市
ホームページ掲載）

市立
学校園

感染予防対策を講じた上で、通常
登校園
なお、留守家庭児童会も感染予
防対策を講じた上で、通常運営

完 全 休 校 園
（自主登校園
の実施なし）

発生学校園は【最大2週間】の完全
休校園（留守家庭児童会も休会）
それに加え、兄弟姉妹関係や塾など
で濃厚接触が疑われる児童・生徒が
いる学校園も【最大1週間】の完全
休校園（留守家庭児童会も休会）

当面、1週間の完
全休校園（留守
家庭児童会も休
会とする）。

完 全 休 校 園
（自主登校園
の実施なし・留
守家庭児童会
も原則、休会
とする）

市立
保育所 通常どおり 原則、家庭で

の保育を要請

発生保育所は【最大2週間】の完全
休所。それに加え、兄弟姉妹関係で
濃厚接触が疑われる児童がいる保
育所も【最大1週間】の完全休所。

市保健所の判断
により、当面、１
週間休所にする
場合があります。

原則、休所とす
る。

市民
密接、密閉、
密集を避け
る行動

市保健所が速やか
に感染者の行動確
認の上、濃厚接触
者を特定、必要な措
置を講じる（クラス
ター発生のおそれ
等、必要な場合は市
民に情報提供）

自宅待機要請
※①

市保健所が速やかに感染者の行動
確認の上、濃厚接触者を特定、必要
な措置を講じる。（クラスター発生
のおそれなど、必要な場合は市民に
情報提供）

自宅待機要請※①

各種団体 活動自粛要
請

場合によっては、活
動自粛要請の強化

活動自粛要請
の強化

場合によっては、活動自粛要請の強
化 活動中止要請

市内
事業者 通常どおり

感染防止策の実
施要請（時差出
勤の要請など）

感染拡大防止
策の実施要請
※②

フェーズ

フェーズ

フェーズ

フェーズ

フェーズ

フェーズ

国内で感染者が多数発生した場合

市内に感染者が１人発生した場合（児童・生徒含まず）

感染拡大期における拡大防止策

学校園関係者に感染者が発生した場合（児童・生徒、保護者など、
教員等学校関係者及びその関係者）
複数の感染源で市内に感染者が複数人発生した場合
※上記のケースで、市保健所が感染拡大の可能性が高いと判断した場合

国による緊急事態宣言が発せられた場合

1
2
2.5
3
4
5

各フェーズの市の対応

対応フェーズ
（以下は４月16日現在） 相談

大阪府 府民向け相談窓口
☎06・6944・8197

（午前9時～午後６時、土・日曜日、祝日も対応）

厚生労働省 電話相談窓口
☎0120・565653

（午前9時～午後9時、土・日曜日、祝日も対応）

新 型コロ ナウイ ル ス 感 染 症 に 関 す る 一 般 的 な 問 い 合 わ せ

 国 に よ る 現 金 給 付

☎03・5638・5855
コールセンター（総務省）

平日の午前9時～午後6時30分、祝日を除く※�①買い出し、通院、通勤、又は健康維持に必要な短時間の散歩など以外の外出を避け、自宅で待機してください②時差出勤、テレ
ワークなどの働き方の工夫、可能な範囲での従業員の休業要請など。

（４月16日現在）
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―
―
ま
ず
Ｐ
Ｒ
大
使
に
就
任
さ
れ
た
感

想
、
意
気
込
み
を
伺
い
ま
す
。

又
吉
さ
ん　
私
は
18
歳
ま
で
こ
の
街
に

住
ん
で
い
た
の
で
好
き
な
街
で
す
し
、

Ｐ
Ｒ
で
き
る
の
は
す
ご
く
う
れ
し
い
。
寝

屋
川
市
を
離
れ
て
割
と
長
く
、
ま
ず
い

ろ
い
ろ
知
っ
て
い
か
な
い
と
ダ
メ
だ
な
と

思
い
ま
す
。

―
―
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か
？

又
吉
さ
ん　

最
初
に
見
た
街
は
た
ぶ

ん
こ
こ
（
寝
屋
川
市
）
や
っ
た
と
思
い

ま
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
練
習
を
し
て
い
た

公
園
だ
っ
た
り
、
学
校
だ
っ
た
り
。
小

学
校
（
啓
明
）
の
と
き
は
淀
川
の
河
川

敷
を
走
っ
て
い
て
、
中
学
校
（
第
五
）

で
は
寝
屋
川
の
川
沿
い
の
道
を
萱
島

ま
で
毎
日
走
っ
て
い
ま
し
た
。
自
宅
か

ら
割
と
速
い
ペ
ー
ス
で
35
分
く
ら
い
。

気
持
ち
い
い
で
す
。
走
り
な
が
ら
ネ
タ

な
ど
い
ろ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま

し
た
。

門
井
さ
ん　
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
て
３

か
月
に
な
り
ま
す
。
淀
川
の
河
川
公
園

を
走
っ
て
い
ま
す
が
、
確
か
に
気
持
ち

い
い
で
す
ね
。
私
は
走
る
の
が
嫌
い

な
ん
で
す
が
、
あ
そ
こ
（
河
川
公
園
）

だ
っ
た
ら
走
っ
て
も
い
い
な
あ
（
笑
）。

ち
ょ
っ
と
川
風
が
寒
く
、
向
か
い
風
は

つ
ら
い
で
す
が
。

　
私
は
又
吉
さ
ん
と
は
逆
で
、
よ
そ
で

生
ま
れ
て
大
人
に
な
っ
て
か
ら
寝
屋
川

に
住
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
ま
た

又
吉
直
樹

門
井
慶
喜
×

―
― 

寝
屋
川
の
堤
防
、

　
　 

ネ
タ
考
え
な
が
ら
走
り
ま
し
た 
―
―

―
― 

気
付
い
た
ら
15
年
。

　
　 

　
　
溶
け
込
み
や
す
い
街
で
す 

―
―

芥
川
賞
作
家

直
木
賞
作
家

ねやがわPR大使
本～こんな時だから を読もう～

　ねやがわPR大使に就任した、寝屋川市在住で直木賞作家の門井慶喜さんと市出身
で芥川賞作家の又吉直樹さん。日本を代表する作家のお二人に、就任の抱負やお互い
の作家活動、寝屋川市への思いを語ってもらいました。
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ま
奥
さ
ん
が
出
身
だ
っ
た

と
い
う
こ
と
か
ら
、
あ
ま
り

意
識
し
な
く
て
気
が
付
い
た
ら
も

う
15
年
間
も
過
ご
し
て
い
て
、
す
ご

く
溶
け
込
み
や
す
い
街
か
な
と
思
い

ま
す
。

―
―
寝
屋
川
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作

家
で
す
が
、
お
互
い
の
認
識
は
あ
り

ま
し
た
か
。

又
吉
さ
ん　
こ
れ
ま
で
３
回
ぐ
ら
い

お
会
い
し
ま
し
た
ね
。

―
―
と
あ
る
番
組
で
は
、
寝
屋
川
ト
ー

ク
を
繰
り
広
げ
ら
れ
た
と
か
。

門
井
さ
ん　

僕
が
直
木
賞
を
も
ら
っ

た
と
き
に
「
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
ズ
」
と

い
う
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
番
組
で
初

め
て
お
会
い
し
ま
し
た
。
ロ
ケ
バ
ス
の

中
で
「
寝
屋
川
で
す
か
？
」「
寝
屋
川

で
す
よ
！
」
と
寝
屋
川
ト
ー
ク
を
始
め

た
の
で
す
（
笑
）。
バ
ス
に
居
た
加
藤

シ
ゲ
ア
キ
さ
ん
に
2
人
で
「
寝
屋
川
は

こ
う
い
う
と
こ
ろ
だ
よ
」
と
教
え
て
あ

げ
ま
し
た
。
そ
れ
だ
け
で
も
市
長
賞
も

ら
っ
て
い
い
ぐ
ら
い
で
す
（
笑
）。

又
吉
さ
ん　

そ
う
、
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た

ね
（
笑
）。

―
―
今
年
に
な
っ
て
書
店
で
も
お
会

い
に
な
っ
た
と
か
。

門
井
さ
ん　

そ
う
で
す
ね
。
新
宿
の

紀
伊
国
屋
書
店
で
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を

行
っ
た
と
き
、
隣
の
控
室
か
ら
又
吉

さ
ん
の
声
が
し
て
き
て
、
ご
本
人
だ
っ

た
の
で
挨
拶
を
し
ま
し
た
。
全
く
の

偶
然
で
す
。

―
―
お
互
い
の
作
品
で
印
象
に
残
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

又
吉
さ
ん　
「
銀
河
鉄
道
の
父
」
で
す

ね
。
私
は
昔
か
ら
父
親
と
子
ど
も
の
関

係
性
の
話
が
好
き
で
す
が
、
私
が
知
っ

て
い
た
宮
沢
賢
治
像
が
違
っ
て
い
ま

し
た
し
、
お
父
さ
ん
（
の
政
次
郎
）
も

こ
う
い
う
方
だ
っ
た
ん
だ
と
い
う
の

が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。
特
に
妹
（
の

ト
シ
）
が
亡
く
な
っ
た
シ
ー
ン
で
、
お

父
さ
ん
と
賢
治
が
本
当
は
話
し
て
い
な

い
だ
ろ
う
と
い
う
会
話
を
門
井
さ
ん
の

想
像
で
書
く
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
僕
は

こ
の
シ
ー
ン
に
ぐ
っ
と
き
ま
し
た
。
何

か
そ
こ
か
ら
感
じ
た
こ
と
を
言
語
化
す

る
職
業
の
創
作
者
だ
っ
た
ら
書
く
よ
な

と
。（
賢
治
は
）
詩
人
で
も
あ
り
、
な

る
ほ
ど
と
納
得
し
、
こ
う
い
う
親
子
の

軋
轢
（
あ
つ
れ
き
）
は
生
ま
れ
る
だ
ろ

う
と
い
う
と
こ
ろ
を
面
白
く
読
み
ま
し

た
。

　
う
ち
は
父
親
が
本
を
一
切
読
み
ま
せ

ん
。
中
学
校
の
と
き
に
本
を
読
ん
で
い
た

ら
、
父
に
「
お
前
、
意
味
も
分
か
ら
ん
く

せ
に
格
好
つ
け
て
そ
ん
な
も
ん
読
む
な
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
（
笑
）。
本
を
取
り
上

げ
て
自
分
な
り
の
解
釈
を
述
べ
、
僕
が

「
ほ
ー
っ
」
と
言
う
、
そ
う
い
う
関
係
な

ん
で
す
。
僕
は
隠
れ
て
本
を
読
ん
で
い
ま

し
た
が
、
父
親
は
い
じ
め
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
は
な
く
、
古
い
タ
イ
プ
の
人
間
な

の
で
、
も
っ
と
活
発
に
と
く
ら
い
に
思
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
思

い
出
し
た
り
し
て
面
白
か
っ
た
で
す
。

門
井
さ
ん　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
面
白
い
で
す
ね
え
。
一
般
的
な
読

書
教
育
と
は
違
い
ま
す
が
、
結
果
的
に

又
吉
さ
ん
の
よ
う
な
方
に
な
ら
れ
る
わ

け
で
す
か
ら
。
お
父
さ
ん
は
自
分
の
読

解
力
に
自
信
が
あ
っ
た
の
で
す
か
。

又
吉
さ
ん　
い
い
え
。
本
当
に
僕
か
ら

本
を
取
っ
て
読
み
上
げ
、「
意
味
分
か
っ

て
い
る
の
か
。
こ
ん
な
訳
分
か
ら
ん
も

の
を
分
か
る
わ
け
な
い
や
ろ
。お
前
に
」

と
。
僕
が
背
伸
び
を
し
て
い
る
と
思
っ

た
の
で
し
ょ
う
。
そ
の
本
は
ゲ
ー
テ
の

詩
集
で
し
た
が
（
笑
）。

―
―
お
父
さ
ん
な
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
だ
っ
た
の
で
は
。

又
吉
さ
ん　
ま
あ
、
そ
う
で
す
ね
。
愛

情
を
感
じ
て
い
た
の
で
嫌
が
ら
せ
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
お
互
い

に
愛
情
は
あ
る
け
れ
ど

分
か
り
合

え
な
い
も
の
が
、
創
作
の
話
に
な
る
と

よ
く
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
門
井

さ
ん
は
ど
う
で
す
か
。

門
井
さ
ん　
「
火
花
」
で
す
ね
。
長
編

小
説
の
場
合
、
主
人
公
と
副
主
人
公
が

い
て
、
そ
の
2
人
の
関
係
が
最
初
か
ら

最
後
ま
で
同
じ
だ
っ
た
ら
つ
ま
ら
な
い

わ
け
で
す
。ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
で
も
。（「
火

花
」
は
）
最
初
は
主
人
公
が
先
輩
の
芸

人
を
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
尊
敬
す
る
の
で
す

が
、
付
き
合
っ
て
い
く
う
ち
に
尊
敬
が

少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
き
、
最
後
は
軽

蔑
と
は
ち
ょ
っ
と
違
い
ま
す
が
、
し
ょ
う

が
な
い
と
な
っ
て
い
く
。
口
で
言
う
と
簡

単
で
す
が
、
長
編
の
時
間
の
流
れ
の
中

で
読
者
が
不
自
然
に
思
わ
な
い
よ
う
に

変
え
て
い
く
の
は
す
ご
く
難
し
い
。
自

然
に
流
れ
る
よ
う
に
進
む
感
じ
と
い
う

の
は
純
粋
に
技
術
的
に
見
て
、
す
ご
い

と
い
う
か
、や
ら
れ
た
と
い
う
か
、ち
ょ
っ

と
ジ
ェ
ラ
シ
ー
を
感
じ
ま
し
た
。

―
―
門
井
さ
ん
は
初
め
て
全
部
読
ん
だ

の
が
辞
典
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
父
親
の
影
響
は
あ
り
ま
し
た
か
。

門
井
さ
ん　

僕
は
又
吉
さ
ん
と
は
逆

で
、
欲
し
い
と
言
え
ば
必
ず
買
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
国
語
辞
典
は
小
学
校
1
年

生
の
入
学
祝
い
で
買
っ
て
も
ら
っ
た
の

か
な
。
本
と
い
う
の
は
最
初
か
ら
最

後
ま
で
読
む
も
の
と
思
っ
て
い
た
の

で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
読
み
ま
し
た

が
、退
屈
で
し
ょ
う
が
な
か
っ
た
で
す
。

「
か
」行
、「
さ
」行
が
長
く
、「
ま
だ『
さ
』

か
あ
」
と
（
笑
）。

又
吉
さ
ん　
「
し
」も
長
い
で
す
よ（
笑
）

門
井
さ
ん　
そ
う
い
う
砂
を
か
む
よ
う

な
感
じ
で
し
た
。
そ
の
後
、
本
は
必
ず

し
も
最
後
ま
で
読
ま
な
く
て
い
い
も
の

だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
ゲ
ー
テ
詩
集
は

読
み
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ

ク
ホ
ー
ム
ズ
は
分
か
り
や
す
く
て
読
ん

で
い
ま
し
た
。

―
―
寝
屋
川
市
の
可
能
性
や
期
待
を
聞

か
せ
て
く
だ
さ
い
。

又
吉
さ
ん　

せ
っ
か
く
僕
と
門
井
さ

ん
が
Ｐ
Ｒ
大
使
を
や
ら
せ
て
も
ら
う
の

で
、
本
を
好
き
な
人
が
ほ
か
の
街
よ
り

多
く
な
る
と
う
れ
し
い
で
す
。「
な
ぜ
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か
多
い
」く
ら
い
で
い
い
の
で
す
が（
笑
）

門
井
さ
ん　
私
は
3
人
の
子
ど
も
が
い

ま
す
。
小
学
生
は
割
と
本
を
読
む
の
で

す
が
、
中
学
生
く
ら
い
に
な
る
と
パ
タ
ッ

と
止
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
部
活
な
ど

で
忙
し
い
の
は
分
か
り
ま
す
が
、
せ
っ
か

く
身
に
付
い
た
読
書
習
慣
が
途
絶
え
る

の
は
も
っ
た
い
な
い
。
学
校
と
家
庭
の
両

側
面
か
ら
何
か
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る

方
法
が
な
い
の
か
と
思
い
ま
す
。

又
吉
さ
ん　
確
か
に
中
学
生
く
ら
い
に

な
る
と
遊
ぶ
こ
と
も
多
く
、
部
活
を
や

り
出
す
と
読
む
時
間
が
な
い
で
す
ね
。

門
井
さ
ん　

そ
れ
は
分
か
る
の
で
す

が
、
読
書
へ
の
興
味
が
途
絶
え
な
い
よ

う
な
方
法
や
場
な
ど
何
か
あ
れ
ば
い
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
こ
う
し
た
ら
読
書
が
好
き
に
な
る

と
い
う
よ
う
な
秘
訣
は
あ
り
ま
す
か
。

又
吉
さ
ん　
い
ろ
ん
な
読
書
体
験
と
い

う
か
、「
わ
あ
～
」
み
た
い
な
瞬
間
と

か
が
た
ま
に
あ
っ
て
…
。
読
み
始
め
た

頃
は
そ
ん
な
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
ど
ん

ど
ん
や
っ
て
い
く
と
本
と
自
分
の
信
頼

関
係
が
結
ば
れ
て
い
く
。
そ
れ
を
何
回

か
経
験
す
る
と
本
を
読
み
た
く
な
り
、

そ
の
手
前
で
終
わ
る
と
眠
た
い
な
あ
と

か
、
退
屈
や
な
あ
と
い
う
と
こ
ろ
で
止

ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
、
ど
う
し
た
ら

い
い
ん
で
し
ょ
う
ね
（
笑
）。
人
に
よ

り
ま
す
よ
ね
。
僕
み
た
い
に
「
何
、
格

好
つ
け
て
い
る
ん
や
」
と
言
わ
れ
た
か

ら
読
ん
で
い
た
か
も
し
れ
な
い
し
、
言

わ
れ
た
ら
読
ま
な
く
な
る
人
も
い
る
で

し
ょ
う
し
。

門
井
さ
ん　
も
と
も
と
人
間
の
本
能
に

「
本
を
読
む
」
と
い
う
行
動
は
プ
ロ
グ
ラ

ム
さ
れ
て
い
な
い
の
で
す
。「
物
を
投
げ

る
」
と
か
「
走
る
」
と
か
人
間
の
生
存

の
た
め
に
必
須
の
行
動
は
元
々
あ
り
ま

す
が
、
本
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
が
常
に
身
近
な
と
こ
ろ
に

あ
り
、
暇
な
と
き
に
何
で
も
い
い
か
ら

手
に
取
っ
て
パ
ラ
パ
ラ
と
読
ん
で
み
る

と
い
う
環
境
が
あ
る
だ
け
で
も
随
分
違

う
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
小
・
中
学

校
な
ら
図
書
室
が
玄
関
口
や
ホ
ー
ル
の

す
ぐ
横
に
あ
る
と
か
、
四
六
時
中
開
け

放
し
に
す
る
な
ど
具
体
的
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
く
す
る
。
大
人
が
「
こ
ん
な
本

が
い
い
で
す
よ
」「
こ
ん
な
物
語
は
い
い

で
す
よ
」
と
言
う
よ
り
も
、
は
る
か
に

読
書
人
口
を
増
や
す
手
段
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

又
吉
さ
ん　
確
か
に
本
と
の
距
離
が
大

切
で
す
ね
。
背
表
紙
を
見
て
い
る
だ
け

で
「
何
や
ろ
う
」
と
手
に
取
る
こ
と
も

あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

門
井
さ
ん　
全
く
そ
う
で
す
。
我
々
で

も
最
後
ま
で
読
ん
だ
本
よ
り
、
帯
や
タ

イ
ト
ル
し
か
見
て
い
な
い
本
の
方
が
は

る
か
に
多
い
は
ず
。
子
ど
も
も
当
然
そ

う
で
あ
っ
て
い
い
し
、
そ
れ
が
正
し
い

本
と
人
と
の
関
係
で
す
。

―
―
１
か
月
に
ど
れ
だ
け
本
を
読
み
ま

す
か
。

又
吉
さ
ん　
仕
事
の
関
係
で
10
冊
く
ら

い
で
す
か
ね
。
長
編
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
。

門
井
さ
ん　
歴
史
小
説
も
の
な
の
で
、

い
ろ
い
ろ
な
資
料
を
そ
ろ
え
、
あ
っ
ち

こ
っ
ち
を
ち
ょ
っ
と
読
む
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
あ
り
、
何
冊
と
い
う
数
え
方

が
し
に
く
い
で
す
。

―
―
今
後
、
書
い
て
み
た
い
作
品
は
。

又
吉
さ
ん　
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
少

年
の
話
で
す
ね
。
こ
れ
ま
で
小
説
は
3
冊

書
き
ま
し
た
が
、
今
度
は
、
自
分
の
実
人

生
か
ら
だ
い
ぶ
距
離
を
と
っ
て
み
て
書
い

て
み
よ
う
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

自
分
が
出
て
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。

門
井
さ
ん　
そ
れ
は
寝
屋
川
を
舞
台
に

と
い
う
こ
と
で
す
か
（
笑
）。
こ
れ
ま

で
（
徳
川
）
家
康
と
か
東
京
の
話
が
多

く
、
意
外
と
関
西
に
住
ん
で
い
な
が
ら

関
西
を
舞
台
に
し
た
歴
史
も
の
は
ほ
と

ん
ど
書
い
て
い
な
い
の
で
多
少
反
省
し

て
い
ま
す
。
書
き
た
い
し
書
く
べ
き
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
子
ど
も
た
ち
は
外
で
遊
べ
な
い
日

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
ん
な
と
き
の

過
ご
し
方
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
れ
ば
。

門
井
さ
ん　
こ
ん
な
と
き
に
こ
そ
本
を
読

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
僕
の
作
品
を
読
ん
で

ほ
し
い
と
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
は
す
ご

く
簡
単
で
手
軽
な
ツ
ー
ル
な
ん
で
す
。
本

を
読
ん
で
過
ご
す
と
い
う
こ
と
は
、
全
人
類

を
襲
う
新
た
な
病
気
に
対
す
る
私
た
ち
の

文
化
的
な
抵
抗
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

又
吉
さ
ん　
本
を
読
む
こ
と
で
日
常
が

楽
し
く
な
り
ま
す
。
す
ご
く
退
屈
な
と

き
は
サ
ッ
カ
ー
の
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

を
近
代
文
学
の
作
家
で
作
っ
て
い
ま
す

（
笑
）。
太
宰
治
と
芥
川
龍
之
介
を
２

ト
ッ
プ
に
し
、
井
伏
鱒
二
を
入
れ
る
と

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
と
か
。
サ
イ

ド
に
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
安
部
公
房
を
置

き
、
泉
鏡
花
を
後
半
か
ら
投
入
す
る
と

い
う
ふ
う
に
。
こ
ん
な
遊
び
を
し
て
い

る
と
す
ぐ
時
間
が
た
ち
ま
す
。

淀川河川公園

　直木賞を受賞した「銀河鉄道の父」は、
宮沢賢治の父親を描いた作品ですが、私
が父親として子育てをしたのは、大半がこ
のまちなので、その経験が作品に影響して
いると思います。歴史作家として寝屋川市
を伝えていけたらと思っています。

寝屋川市生まれ。高校を卒業するまで、市内に
在住。上京後は吉本興業に所属し、平成15年
お笑いコンビ「ピース」結成。平成27年に『火
花』で第153回芥川賞を受賞。その他『劇場』
『人間』などを執筆するなど作家としても活躍す
る、市出身のお笑い芸人。

昭和55年6月2日生まれ

又吉 直樹さん
（お笑い芸人・芥川賞作家）

P R O F I L E

同志社大学文学部卒業。平成15年オール讀
物推理小説新人賞を「キッドナッパーズ」で受賞
しデビュー。平成30年に「銀河鉄道の父」で第
158回直木賞を受賞。平成17年に寝屋川市
に転居してからは、市内を執筆活動拠点に活躍
する小説家。

昭和46年11月2日生まれ

門井 慶喜さん
（直木賞作家）

　僕は生まれ育った、このまちが大好きで
す。子どものころのエッセイなどを書く場合
は、このまちで育った経験がかなり影響を
与えていると思います。このまちとの関係は
私にとって切れないものです。これから寝
屋川市をどんどん発信していきたいと思っ
ています。

淀
川
の
河
川
敷
を
走
っ
た
こ
と
な
ど
、

思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。【 

又
吉 

】

私
の
よ
う
に
市
外
か
ら
来
て
住
み
着
い

た
人
も
魅
力
を
感
じ
ら
れ
る
街
で
す
。

【 

門
井 

】
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一般会計の予算（899億8,710万円）を、年間の収入が
約400万円（１か月あたり33万円）の家計に置き換えると…

※�前年度当初予算は骨格予算のため、６月補正予算を反映した金額と比較しています。

問　財政課（☎825・2041）

８９９億8,710万円
歳入

市税

899億
8,710万円

市債 289億
3,803万円63億

7,060万円

諸収入
51億

6,424万円

分担金及び負担金・
使用料及び手数料など

19億 5,048万円地方消費税
交付金など
55億 1,798万円

地方交付税
国・府支出金
420億
4,577万円

一般会計歳出予算（支出の内訳）

特別会計

国民健康保険 263億3,000万円（2.3％扌）
介護保険 217億5,600万円（0.4％扌）
後期高齢者医療 37億5,700万円（7.5％扌）
公共用地先行取得事業 1億100万円（88.7％➡）
母子父子寡婦福祉資金貸付金 4,000万円（20.0％➡）

会計別当初予算額（前年度比）

公営企業会計
水道事業 55億8,800万円（4.4％➡）
下水道事業 131億3,600万円（0.3％扌）

食費（人件費） 4万6,629円 

医療・介護費（扶助費） 12万5,862円 

ローンの返済（公債費） 2万1,087円 

光熱水費・生活雑貨（物件費） ２万9,502円 

家のリフォーム代（投資的経費） ４万1,844円 

サークル活動など（補助費など） ２万7,654円 

その他 ３万7,422円 

計 33万円

支出

給料（市税） 10万6,128円

親からの仕送り
（地方交付税、国府支出金など） 15万4,176円

銀行からの借り入れ（市債） 2万3,364円

その他 ４万6,332円

計 33万円 

収入

一般会計歳入予算（収入の内訳）

全会計予算総額　1,606億9,510万円

一 予

主

会 内

事

般 算 の

な

計 訳

業

子どもの受動喫煙防止

小中一貫校の整備

4,740万円

4億2,278万円

寝屋川公園駅周辺の
まちづくりの推進 2億2,527万円

防犯カメラの設置 2,938万円

がん検診の推進
（乳がん検診受診率向上対策事業）1億3,465万円

窓口サービス改革

図書の配送事業

5,025万円

840万円

一般会計は
◦�対馬江大利線整備
◦�京阪本線連続立体
交差事業

◦�小中一貫校の設置
◦�障害福祉サービス事業等
などのため増加したヨ！

￥

一般会計予算の
内訳は下のグラ
フのとおりだヨ！

￥

一般会計は14億8,856万円扌
（前年度比1.7%扌）

予算総額は13億9,392万円扌
（前年度比0.9%扌）

令和
２年度 一 般 会 計 予 算

歳出
899億
8,710万円

繰出金
91 億 6,110 万円

積立金・貸付金など
7 億 8,991 万円

投資的経費
114 億 699 万円

人件費
127億 1,868万円

予備費
1億円

維持補修費
1億 5,015万円

扶助費
343億
2,067万円

公債費
57億

5,418万円

補助費など
75億 4,350万円

物件費
80億

4,192万円
少し難しいカナ？
家計にたとえると
こんな感じだヨ！

￥

￥

市立小学校４年生の希望者を対象に、受動喫煙状
況を可視化する「尿中コチニン値測定」の実施

2,000基の防犯カメラ設置

肺がん個別検診の実施、出張による乳がん検診の
実施、休日乳がん検診の拡充

窓口の開庁時間の延長、オンライン申請、予約シス
テムの導入

市内特定郵便局や４か所のシティ・ステーションで受
取りができる新サービスを導入

第四中学校区に施設一体型小中一貫校の設置

土地区画整理組合の運営支援

ねやがわ家の
1か月の家計簿
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のた
め、広報誌に掲載されている内容が変更となる
場合があります。事前に担当課などに確認して
ください。

自 宅 待 機 要 請 中

中止が決定している主なイベントは以下のとお
りです。

▪市政感謝会
▪ねやがわプールズ
▪寝屋川まつり

　その他、中止が決定しているイベントなどに
ついては、市ホームページを見てください。楽
しみにされていた催しもあるかと思いますが、
ご理解いただきますよう、よろしくお願いいた
します。

※掲載している情報は、４月16日時点です。

※�

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
申
込
開
始

日
の
記
載
が
な
い
も
の
は
、原
則
、１
日
か
ら
申
し

込
み
が
可
能
で
す（
公
共
機
関・団
体
、市
民
情
報

ひ
ろ
ば
は
除
く
）。

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
寝
屋
川
市
職
員 

採
用
試
験
に
関
す
る
お
知
ら
せ

　
令
和
２
年
度
寝
屋
川
市
職
員
採
用
試

験
に
つ
い
て
、「
広
報
ね
や
が
わ
４
月
号
」

で
募
集
を
４
月
中
旬
に
開
始
す
る
予
定
と

し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
ま
す
。
詳
細
が
決
定

次
第
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し

ま
す
。

問　
人
事
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
９
８
）

市

　
　政

市
民
公
益
活
動
災
害
補
償
制
度

　
市
民
活
動
を
安
心
し
て
行
っ
て
も
ら
う

た
め
、
公
益
活
動
中
に
起
き
た
事
故
に
よ

る
け
が
な
ど
の
傷
害
や
賠
償
責
任
を
負
っ

た
と
き
に
、
市
が
契
約
し
た
保
険
で
補
償

し
ま
す
。
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
は

市
へ
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
民
５
人
以
上
の
団
体
に
よ

新型コロナウイルス悪質商法に注意！

トラブルを防ぐには

相 談 事 例

▪不審な電話はすぐに切りましょう。
▪�絶対に銀行口座の暗証番号を教えたり、通帳やキャッシュカードを渡したりしてはいけません。
▪他人に現金を渡してはいけません。
▪�市役所などの行政機関を名乗った怪しい電話や、送信元が不明なメールには反応しないでください。
▪�「新型コロナウイルスが水道水に混ざっている」など根拠のない話には、絶対に耳を貸さないように
してください。

▪�市役所や実在の事業者になりすまして、「助成金がもらえる」と電話がかかってきた。
▪�「新型コロナウイルスでお金が必要」というオレオレ詐欺。
▪�「マスクを無料送付する」というお知らせがメールで届いた。
▪�「水道管が新型コロナウイルスに汚染されているので除染します」と連絡がきた。

　もしトラブルに遭ったり、不安に感じたりしたらすぐに消費生活センターに相談しましょう。通帳や
キャッシュカードを渡してしまったら、消費生活センターか警察にすぐに連絡してください。契約をする、
お金を渡す、お金を振り込む前に相談しましょう。今後、状況に応じて新たな方法で勧誘が行われる可
能性があります。少しでも不審に思ったら、消費生活センターに相談してください。

　新型コロナウイルスの感染拡大に便乗して、悪質な訪問販売やオレオレ詐欺
などいろいろな相談が全国の消費生活センターに寄せられています。
　すぐに契約したり、不審な電話やメールに連絡したりしないようにしましょう。

５ 月 は 消 費 者 月 間
豊 か な 未 来 へ ～「 もった い な い 」から 始 めよう！～  

問　市立消費生活センター(☎８２８・０397)

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば
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インフォメーション

広報ねやがわ
令和２年５月号

広報ねやがわ
令和２年５月号

る
、
自
主
的
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
、

日
帰
り
で
行
う
市
民
公
益
活
動
（
地
域
社

会
活
動
、
青
少
年
健
全
育
成
活
動
、
社
会

福
祉
・
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
）

※
市
へ
の
事
前
登
録
は
不
要
で
す
。

問　
各
団
体
の
担
当
課
又
は
市
民
活
動
振

興
室
（
☎
８
２
５
・
２
１
２
０
）

寝
屋
川
市
子
ど
も
の
健
や
か
な 

成
長
の
た
め
の
受
動
喫
煙
防
止 

条
例
を
制
定

　
子
ど
も
の
健
康
を
受
動
喫
煙
の
悪
影
響

か
ら
保
護
す
る
た
め
の
規
制
を
設
け
る
条

例
を
制
定
し
ま
し
た
。
施
行
は
10
月
１
日

（
木
）
か
ら
で
す
。

∧
喫
煙
し
な
い
場
所
（
努
力
義
務
）
の

指
定
∨

〇
家
庭
な
ど
で
の
子
ど
も
と
同
室
の
空
間

〇
子
ど
も
が
同
乗
し
て
い
る
自
動
車
の
車

内〇
学
校
園（
大
学
を
除
く
）の
周
辺
道
路
、

通
学
路
、公
園
な
ど

∧
路
上
喫
煙
禁
止
区
域
の
指
定
∨

　
市
内
４
駅
周
辺
を
予
定
。
詳
し
く
は
改

め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
保
健
総
務
課
」
又
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問　
保
健
総
務
課
（
☎
８
２
９
・
７
７
７

１
）

手

　続

　き

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
の
就
業
を

支
援
す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
。

∧
自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金
∨

　
教
育
訓
練
給
付
（
雇
用
保
険
制
度
）
の

指
定
講
座
な
ど
を
受
講
す
る
人
に
講
座
修

了
後
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
給
付
額　
雇
用
保
険
受
給
①
無
資
格
者

…
費
用
の
６
割
（
上
限
あ
り
）
②
有
資
格

者
…
一
般
教
育
訓
練
給
付（
費
用
の
２
割
、

上
限
あ
り
）
の
受
給
者
に
対
し
て
、
費
用

の
６
割
（
上
限
あ
り
）
と
の
差
額

∧
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
∨

　
看
護
師
な
ど
の
資
格
を
取
得
す
る
た
め

に
、
１
年
以
上
養
成
機
関
な
ど
で
修
学

す
る
人
に
修
学
期
間
中
（
最
長
48
か
月
）、

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

▽
給
付
額　
①
市
民
税
非
課
税
世
帯
…
月

額
10
万
円
②
課
税
世
帯
…
７
万
５
０
０
円

※
①
最
後
の
１
年
間
は
月
額
４
万
円
増
額

し
ま
す
②
修
了
し
た
と
き
は
、
修
了
支
援

給
付
金
∧
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
５
万

円
）・課
税
世
帯
（
２
万
５
０
０
０
円
）
∨

を
支
給
し
ま
す
。

申
請
・
問　
こ
ど
も
を
守
る
課
（
☎
８
３

８
・
０
１
５
５
）

募
集
情
報

会
計
年
度
任
用
職
員
登
録
者
募
集

▽
職
種　
①
保
育
士
②
延
長
保
育
士

▽
勤
務
日
時　
①
月
～
土
曜
日
午
前
８
時

45
分
～
午
後
５
時
（
週
37
時
間
30
分
）
②

月
～
土
曜
日
の
午
前
７
時
15
分
～
午
後
７

時
15
分
∧
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
５
時

間
程
度
の
勤
務
、シ
フ
ト
制（
応
相
談
）∨

▽
賃
金　
①
時
給
１
２
９
５
円
②
時
給
…

資
格
あ
り
１
３
３
５
円
・
資
格
な
し
１
２

５
７
円

▽
賞
与　
年
間
１
月
分
（
６
月
・
12
月
）

※
基
準
日
に
在
職
し
、
週
29
時
間
以
上
の

勤
務
で
６
か
月
以
上
任
用
の
場
合
、
在
職

期
間
に
応
じ
て
支
給
し
ま
す
。

申
込　
履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　
保
育
課
（
☎
８
１
２
・
２
５
５
２
）

市
安
全
推
進
協
議
会
の 

委
員
を
募
集

　
犯
罪
や
事
故
の
防
止
な
ど
の
安
全
推
進

施
策
に
つ
い
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
委
員
を
募
集

し
ま
す
。

▽
対
象　
現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
４
回

程
度
（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席
で

き
る
人
２
人

▽
任
期　
令
和
２
年
７
月
か
ら
令
和
４
年

６
月

▽
報
酬　
１
回
の
出
席
に
つ
き
９
０
０
０

円▽
選
考
方
法　
小
論
文
及
び
面
接

応
募
・
問　
応
募
用
紙
（
監
察
課
、
市
役

所
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
配
布
又
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
監
察
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
と
小
論
文
∧
テ
ー
マ
「
体
感
治

安
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
市
民
が
で
き
る

こ
と
」
８
０
０
字
程
度
、
様
式
は
自
由
∨

を
５
月
15
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
郵

送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス
は

問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
）
で
監
察
課
（
〒

572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
☎
８
１

２
・
２
２
４
６
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
０
３
３
４
）

市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
策
定

委
員
会
委
員
の
募
集

　
市
の
子
ど
も
読
書
活
動
の
推
進
計
画
を

策
定
す
る
に
当
た
り
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
一
般
公

募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　
現
在
、
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
に
就
任
又
は
応
募
し
て
い
な
い
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
の
18
歳
以
上
で
、
年
４

回
程
度
（
平
日
の
昼
間
）
の
会
議
に
出
席

で
き
る
人
１
人

▽
任
期　
委
任
を
受
け
た
日
か
ら
令
和
３

年
３
月
31
日
（
水
）
ま
で

▽
報
酬　
あ
り

応
募
・
問　

応
募
用
紙
（
市
立
中
央
図

書
館
臨
時
図
書
室
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「
中
央
図
書
館
」か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）

と
小
論
文
∧
テ
ー
マ
「
学
齢
期
に
お
け
る

読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
」（
１
０
０

０
字
程
度
、
様
式
自
由
）
∨
を
５
月
14
日

（
木
）
＝
消
印
有
効
＝
ま
で
に
直
接
窓
口
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
立
中
央
図
書
館
臨

時
図
書
室
（
〒
572
―
０
０
３
８
池
田
新
町

３
番
23
号
☎
８
３
８
・
０
１
４
１
、
ＦＡＸ
８

３
８
・
０
１
４
３
）

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
表
彰
者
の
募
集

　

市
で
は
、
美
化
・
清
掃
な
ど
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
従
事
し
て
い
る
人
や
団
体

に
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
表
彰
」
と
し
て

感
謝
状
を
贈
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
人
を

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象　
市
内
の
都
市
公
園
や
広
場
、
道

路
な
ど
で
自
主
的
・
積
極
的
に
美
化
・
清

掃
活
動
を
５
年
以
上
に
わ
た
り
月
１
回
以

上
行
っ
て
い
る
個
人
又
は
団
体
（
自
治
会

を
含
む
）

※
自
薦
、
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

推
薦
・
問　
５
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
電

話
で
環
境
総
務
課
（
☎
８
２
１
・
４
０
５

５
）Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
含
ま
れ
た
電
気
機
器
な
ど 

は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
高
濃
度
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
は
、
令
和
３
年

３
月
末
ま
で
に
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社
（
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
で
処
理
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
処
理
の
申
し
込

み
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、
速
や
か
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
保
全
課（
☎
８
２
４・１
０
２
１
）

東
部
大
阪
都
市
計
画
案
の
縦
覧

　
「
東
部
大
阪
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、

開
発
及
び
保
全
の
方
針
の
変
更
」
に
つ
い

て
原
案
を
作
成
し
ま
し
た
。
利
害
関
係
の

あ
る
人
や
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
縦
覧
期
間

に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

▽
縦
覧
期
間　
５
月
18
日
～
６
月
１
日

▽
縦
覧
場
所　
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

▽
意
見
書
の
提
出
先　
府
都
市
計
画
室
計

画
推
進
課

問　

府
都
市
計
画
室
計
画
推
進
課
（
☎

06
・
６
９
４
４
・
６
７
７
６
）
又
は
市
２

軸
化
事
業
本
部
（
☎
８
１
３・１
２
０
４
）

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
の 

一
部
補
助

　
生
ご
み
処
理
機
を
購
入
す
る
人
に
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。
購
入
前
に
補
助

金
の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
か
ら
、
生
ご
み
堆

肥
化
容
器
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
で
継
続
し
て
使
え
る
市
内

在
住
の
人
な
ど

※
１
世
帯
に
つ
き
５
年
間
に
１
台
ま
で
補

助
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
機
器

が
破
損
し
た
と
き
は
買
い
替
え
も
可
）。

▽
補
助
金
額　
購
入
価
格
（
税
抜
）
の
２

分
の
１
の
額
（
１
台
当
た
り
の
限
度
額
２

万
円
）、
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て

◎
補
助
金
制
度
の
予
算
額
を
超
え
た
と
き

は
受
付
を
終
了
し
ま
す
。

▽
申
請
書
の
配
布　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
、市
役
所
本
庁
総
合
案
内
、各
シ
テ
ィ・

ス
テ
ー
シ
ョン
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環

境
総
務
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

申
請
・
問　
申
請
書
を
直
接
窓
口
又
は
郵

送
で
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５
５
寝

屋
南
一
丁
目
２
番
１
号
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
６
階
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

資
源
集
団
回
収
活
動
結
果
報
告

　
地
域
の
自
主
的
な
活
動
の
一
つ
と
し

て
、
新
聞・雑
紙
な
ど
の
古
紙
類
、
古
布
、

ア
ル
ミ
缶
の
回
収
量
に
応
じ
て
府
内
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
報
奨
金
１
㎏
当
た
り
６
円
を

【広告】 【広告】【広告】

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
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交
付
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
３
３
２
の
団
体
が
登
録
し
、
活
動

し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
の
団
体
の
資
源

回
収
量
は
約
５
８
２
２
ｔ
で
、
１
団
体
当

た
り
平
均
約
10
万
円
の
報
奨
金
を
交
付
し

ま
し
た
。

※
新
た
に
活
動
を
始
め
る
団
体
の
登
録
申

請
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
環
境
総
務
課
」
又
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０
９
１

１
）

産
業
・
事
業
者

ワ
ガ
ヤ
ネ
ヤ
ガ
ワ
・ 

ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

グ
ラ
ン
プ
リ
決
定

　
市
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

学
校
法
人
な
ど
の
学
生
を
対
象
と
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト
の
各
部
門
賞
が
決
定
し

ま
し
た
。
発
表
会
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
の
た
め
残
念
な
が
ら
中
止
に
な
り

ま
し
た
が
、
部
門
賞
受
賞
プ
ラ
ン
を
提
案

し
た
学
生
（
学
校
）
に
は
、
プ
ラ
ン
実
現

に
向
け
た
研
究
な
ど
に
対
し
て
支
援
し
ま

す
。

▽
グ
ラ
ン
プ
リ

〇
グ
ラ
ン
プ
リ
及
び
協
働
部
門
賞
…
「
寝

屋
川
を
元
気
に
す
る
ネ
ヤ
ガ
ー
デ
ン
」・

提
案
者
＝
中
山
隼
斗
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・

瀧
川
輝
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・
村
田
廉
樹

さ
ん
（
摂
南
大
学
）・田
所
夕
茉
さ
ん
（
摂

南
大
学
）　

〇
商
業
部
門
賞
…
「
シ
ソ
の
ペ
ー
ス
ト
で

寝
屋
川
市
を
活
性
化
」・
提
案
者
＝
薬
師

円
香
さ
ん
（
摂
南
大
学
）・
藤
本
明
日
望

さ
ん
（
摂
南
大
学
）

問　
産
業
振
興
室
（
☎
８
２
８
・
０
７
５

１
）

安
全
・
安
心

防

　
　災

５
月
は
宅
地
防
災
月
間

　
宅
地
災
害
が
起
き
る
と
家
屋
や
家
財
、

時
に
は
人
命
に
も
被
害
を
及
ぼ
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
宅
地
災
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
に

自
宅
の
周
辺
を
点
検
し
、
石
垣
、
よ
う
壁

に
亀
裂
な
ど
が
入
っ
た
り
、
割
れ
目
か
ら

地
下
水
が
染
み
出
た
り
し
て
い
な
い
か
、

排
水
の
た
め
の
溝
に
泥
な
ど
が
詰
ま
っ
て

い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し
早
急
に
適
切
な

処
置
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

問　
府
審
査
指
導
課
（
☎
06・６
２
１
０・

９
７
２
２
）
又
は
市
審
査
指
導
課
（
☎
８

２
５
・
２
７
９
８
）

５
月
20
日
（
水
） 

全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練

　
緊
急
情
報
の
周
知
に
活
用
す
る
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）を
使
っ

た
自
動
放
送
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　
市
で
は
、市
内
52
か
所
に
設
置
し
て
い
る

屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
放
送
し
ま
す
。

▽
日
時　
５
月
20
日
（
水
）
午
前
11
時
頃

問　
防
災
課
（
☎
８
２
５
・
２
１
９
４
）

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

市
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

　
市
税
の
納
税
通
知
書
な
ど
の
発
送
日
は

表
１
の
と
お
り
で
す
。
市
民
税
・
府
民
税

の
徴
収
方
法
が
給
与
特
別
徴
収
の
み
の
人

は
、
５
月
15
日
（
金
）
に
勤
務
先
へ
税
額

決
定
通
知
書
を
送
付
し
同
日
か
ら
課
税

（
所
得
）
証
明
書
を
交
付
し
ま
す
。

∧
各
市
税
の
納
期
限
∨

　
表
２
の
と
お
り
で
す
。納
付
忘
れ
な
ど
、

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
い
と
き
は
、
督

促
手
数
料
・
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

問　
納
期
限
に
つ
い
て
…
市
民
サ
ー
ビ
ス

部
徴
収
・
納
付
担
当
（
☎
８
１
３
・
１
１

３
６
）、
納
税
通
知
書
な
ど
に
つ
い
て
…

市
民
サ
ー
ビ
ス
部
市
民
税
担
当
（
☎
８
１

３
・
１
１
１
４
）

市
税
な
ど
の
便
利
な
納
付
方
法

　
多
様
な
納
付
方
法
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
便
利
な
納
付
方
法
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

∧
納
付
で
き
る
市
税
な
ど
∨

○
市
民
税
・
府
民
税
（
普
通
徴
収
）

○
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

○
軽
自
動
車
税

○
国
民
健
康
保
険
料

∧
納
付
方
法
∨

〇
納
付
書
…
取
扱
金
融
機
関
に
加
え
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
納
付
可

〇
口
座
振
替
…
納
期
限
日
に
自
動
で
口
座

か
ら
引
き
落
と
し
て
納
付
す
る
便
利
で
安

全
な
方
法
（
取
扱
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

続
き
が
必
要
で
す
。
一
部
金
融
機
関
は
市

役
所
な
ど
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
手
続
き

が
可
能
）

〇
ラ
イ
ン
ペ
イ
…
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
ア
プ
リ
を
利
用
し
て
納
付

書
の
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
納
付
す
る

方
法
で
す

〇
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
…
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、

専
用
サ
イ
ト
で
納
付
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
情
報
な
ど
を
入
力
し
て
納
付

す
る
方
法
で
す
（
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
）

〇
ペ
イ
ジ
ー
…
ペ
イ
ジ
ー
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

で
納
付
す
る
方
法
と
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
を
利
用
し

て
納
付
す
る
方
法
が
あ
り
ま
す

※
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の
は
利
用
で
き
ま

せ
ん
。
納
税
証
明
書
が
早
急
に
必
要
な
と

き
は
、
市
役
所
や
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

で
支
払
っ
た
領
収
書
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民

サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当
」
を
見
て

く
だ
さ
い
。

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当

（
☎
８
１
３
・
１
１
３
６
）

各
種
保
険
・
医
療
制
度

令
和
２
年
度 

後
期
高
齢
医
療
保
険
料

∧
保
険
料
の
納
入
∨

　
７
月
に
、
令
和
２
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
及
び
納
入

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

∧
保
険
料
の
軽
減
措
置
∨

　

今
年
度
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま

す
。

▽
均
等
割
額
の
軽
減　
世
帯
内
の
所
得
水

準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減

さ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
８
・
５
割
と
８
割

だ
っ
た
軽
減
率
を
段
階
的
に
見
直
し
、
令

和
２
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
７
・
75
割
と
７
割

の
軽
減
率
と
な
り
ま
す
（
下
の
表
の
と
お

り
）。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
格

管
理
課
（
☎
06
・
４
７
９
０
・
２
０
２
８
）

又
は
市
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
後
期
高
齢
者
医

療
担
当
（
☎
８
１
３
・
１
１
９
０
）

納期限のお知らせ
★固定資産税・都市計画税……………全期・第1期
★軽自動車税（種別割）……………令和２年度分

★保育所保育料（保育課）……………………5月分
★留守家庭児童会保育料（青少年課）………5月分

～６月１日（月）までに納めましょう～

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることができます。申し込みは、指定金融機関などでの手続きと
各窓口やシティ・ステーションなどで手続きできます。納め忘れがなくなりますので利用してください。手続き
方法など詳しくは、各課へ問い合わせてください。

納税通知書の種類 発送日 課税（所得）証明書
交付開始日

市民税・府民税税額決定・納税通知書
（普通徴収） ６月４日（木） ６月４日（木）

市民税・府民税税額決定・納税通知書
（年金特別徴収） ６月８日（月） ６月４日（木）

表１　市民税・府民税の税額決定・納税通知書

※�課税（所得）証明書の交付開始日は例年と異なります。

税　　目
期　　　　別

全期
（１期） ２期 ３期 ４期

軽自動車税
（種別割） ６月１日（月） ― ― ―

固定資産税・
都市計画税 ６月１日（月） ７月31日

（金）
９月30日
（水）

11月30日
（月）

市・府民税
（普通徴収分） ６月30日（火） ８月31日

（月）
11月２日
（月）

12月25日
（金）

表２　各市税の納期限

所得の判定区分
均等割の軽減割合 軽減後の令和2年

度保険料額（年額）本則 令和2年度 3年度
【令和元年度における８．５割軽減の区分】
同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが基礎控除額
（３３万円）を超えないとき ７割

7.75割

７割

16,233円

【令和元年度における８割軽減の区分】
うち、当該世帯の被保険者全員の各所得が０円であるとき（た
だし、公的年金等控除額は80万円として計算する）

7割 12,174円

同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが【基礎控除額
（３３万円）＋２８万５千円×被保険者の数】を超えないとき ５割 ５割 27,055円

　同一世帯内の被保険者と世帯主の総所得金額などが【基礎控
除額（３３万円）＋５２万円×被保険者の数】を超えないとき ２割 ２割 43,288円

均等割額の軽減
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※
１
期
の
接
種
が
完
了
し
て
い
な
い
人

は
、
１
期
の
不
足
分
か
ら
接
種
し
て
く
だ

さ
い
。

∧
対
象
①
…
平
成
７
年
４
月
２
日
～
19
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
∨

○
１
回
目
・
２
回
目
（
１
期
初
回
接
種
）

…
１
回
目
接
種
後
６
日
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
２
回
目
を
接
種

○
３
回
目
（
１
期
追
加
接
種
）
…
２
回
目

接
種
後
６
か
月
以
上
を
経
過
し
た
時
期
に

１
回
接
種

○
４
回
目
（
２
期
）
…
３
回
目
接
種
後
、

６
日
以
上
の
間
隔
を
あ
け
て
９
歳
以
降
に

1
回
接
種

∧
対
象
②
…
平
成
19
年
４
月
２
日
～
21
年

10
月
１
日
生
ま
れ
の
人
∨

　
９
歳
～
13
歳
誕
生
日
前
日
ま
で
に
、
不

足
分
を
定
期
予
防
接
種
と
し
て
無
料
で
接

種
で
き
ま
す
。
平
成
22
年
３
月
31
日
以
前

に
１
回
で
も
接
種
し
た
こ
と
の
あ
る
人

は
、
接
種
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。
子
育
て

支
援
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
妊
娠
し
て
い
る
人
又
は
、
可
能
性
の

あ
る
人
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
②
接
種
に
保

護
者
が
同
伴
で
き
な
い
13
歳
以
上
の
人
は

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

健
康
づ
く
り

成
人
歯
科
健
康
診
査

　
対
象
者
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
（
４

月
～
９
月
生
ま
れ
の
人
は
５
月
上
旬
、
10

月
～
３
月
生
ま
れ
の
人
は
９
月
末
に
送

付
）。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
送
付
時
期
が
変
わ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

▽
対
象　
令
和
３
年
３
月
31
日
時
点
で
30

歳
・
35
歳
・
40
歳
・
45
歳
・
50
歳
・
55
歳
・

60
歳
・
65
歳
・
70
歳
の
市
民

▽
診
査
内
容　
問
診・口
腔
（
こ
う
く
う
）

内
診
査
（
む
し
歯
・
歯
周
病
・
欠
損
歯
な

ど
）・
レ
ン
ト
ゲ
ン
・
歯
面
清
掃
・
指
導

な
ど

▽
健
診
費
用　
１
０
０
０
円
（
70
歳
の
人

は
無
料
）

▽
受
診
期
間　
６
か
月

※
受
診
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
受
診
券
を

見
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２
・

２
０
０
２
）

非
自
発
的
失
業
者
の 

国
民
健
康
保
険
料
の
軽
減

　
倒
産
や
リ
ス
ト
ラ
な
ど
で
失
業
し
た
人

（
非
自
発
的
失
業
者
）
の
国
民
健
康
保
険

料
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象　
離
職
日
に
65
歳
未
満
の
人
で
雇

用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
又
は
特
定
理

由
離
職
者
の
う
ち
、
離
職
理
由
コ
ー
ド
が

次
の
い
ず
れ
か
の
人

〇
特
定
受
給
資
格
者
…
11
・
12
・
21
・

22
・
31
・
32

〇
特
定
理
由
離
職
者
…
23
・
33
・
34

▽
軽
減
の
期
間　
離
職
日
翌
日
の
属
す
る

月
か
ら
、
そ
の
月
の
属
す
る
年
度
の
翌
年

度
末
ま
で

▽
必
要
書
類　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
・
本
人
確
認
書
類
・
認
印

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
国
民
健
康
保
険
担

当
（
☎
８
１
３
・
１
１
８
２
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
令
和
２
年
度
の
納
付
は
６
月
か
ら
∨

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
６

月
上
旬
に
決
定
し
、
通
知
書
を
６
月
中
旬

以
降
に
送
付
し
ま
す
。
納
付
書
払
い
の
人

は
年
額
保
険
料
を
10
回
に
分
割
し
た
納
付

書
と
、
今
年
度
か
ら
保
険
料
の
全
額
を
一

括
納
付
可
能
と
す
る
納
付
書
を
同
封
し
て

い
ま
す
。

　
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の
人
は
、

令
和
２
年
２
月
と
同
額
を
４
月
・
６
月
・

８
月
に
仮
徴
収
額
と
し
て
徴
収
し
ま

す
。

　
令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
決

定
後
、
仮
徴
収
額
を
差
し
引
い
た
残
額

を
10
月
・
12
月
・
翌
年
２
月
に
本
徴
収

額
と
し
て
特
別
徴
収
し
ま
す
。
本
徴
収

開
始
の
お
知
ら
せ
な
ど
は
６
月
に
送
付

し
ま
す
。

※
保
険
料
の
決
定
に
は
前
年
中
の
収
入
申

告
が
必
要
で
す
。
確
定
申
告
、
市
・
府
民

税
申
告
、
勤
務
先
で
年
末
調
整
を
し
て
い

な
い
人
は
、
収
入
が
な
く
て
も
必
ず
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
民
サ
ー
ビ
ス
部
徴
収
・
納
付
担
当

（
☎
８
１
３
・
１
１
８
９
）

健
康
・
福
祉

５
月
12
日
（
火
）
は 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法
律
に
基

づ
き
国
か
ら
委
嘱
を
受
け
、
生
活
に
関
す

る
困
り
ご
と
の
相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
市
内
に
３
２
６
人
い
ま
す
（
令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
）。

∧
相
談
し
て
く
だ
さ
い
∨

　
介
護
、
健
康
・
医
療
、
子
育
て
な
ど
に

関
す
る
相
談
に
乗
っ
て
い
ま
す
。不
登
校・

ひ
き
こ
も
り
な
ど
、
児
童
に
関
す
る
相
談

や
支
援
を
専
門
的
に
行
う
主
任
児
童
委
員

も
い
ま
す
。

∧
秘
密
は
守
り
ま
す
∨

　
相
談
内
容
の
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
に
配
慮
し
て
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

問　
福
祉
総
務
課
（
☎
８
３
８
・
０
１
７

１
）

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　
日
時
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

申
込・問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８・

０
３
７
４
）

乳
幼
児
健
康
診
査　

　
対
象
者
に
は
個
別
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
届
い
て
な
い
人
は
、
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
令
和
元
年
11
月
28
日
～
２
年
１
月
15
日

生
ま
れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
30
年
７
月
29
日
～
８
月
26
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　
平
成
28
年
９
月
８
日
～
10
月
13
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　
平
成
29
年
９
月
21
日
～
10
月
25
日
生
ま

れ
の
人
。

問　
子
育
て
支
援
課
（
☎
８
３
８
・
０
３

７
４
）

日
本
脳
炎
特
例
対
象
者

　
日
本
脳
炎
予
防
接
種
の
積
極
的
勧
奨
を

差
し
控
え
て
い
た
期
間
（
平
成
17
年
度
～

21
年
度
）
に
接
種
対
象
で
あ
っ
た
人
は
、

接
種
の
機
会
が
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
計

４
回
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
不
足
分
を

定
め
ら
れ
た
期
間
に
定
期
予
防
接
種
と
し

て
接
種
で
き
ま
す
。

内　容 日　時 対　象 申　込

離乳食講習会 離乳食の進め方についての実
演と指導

６月12日（金）
午後１時30分～３時

４か月～７か月の子ど
もと保護者20組

開催日の前日までに
電話

育児相談
子育てについて、保健師など
が相談に応じます。電話での
相談も受け付けています。

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時30分 市内在住の人 直接窓口又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。

【広告】

すこやかライフすこやかライフ
健   康

＜たばこの害＞
　たばこは子どもだけでなく、妊娠期から胎児に影
響を与えることを知っていますか。妊娠中の女性が
喫煙することで早産・流産、低出生体重児の発生リ
スクを高め、生まれてからも乳幼児突然死症候群を
引き起こす確率が非喫煙者よりも高くなることが分
かっています。
　たばこは喫煙者だけでなく、喫煙者の家族や周り
にいる人たちにも、それ以上の害を与えていること
があります。
　換気扇の下、戸外での喫煙であれば家族には無
害であると思われがちですが、有害物質は広範囲に
広がります。喫煙者の肺に入った煙や衣類に付いた
煙を吸い込むことで、有害物質は家族の体内に取り
込まれていくのです。
＜正しい禁煙方法＞
　たばこ生活からどうしたら効果的に抜け出せるの
でしょうか。成功の秘訣は正しい方法で禁煙するこ
とです。我慢するつらい禁煙ではなく、医療保険が
適用される禁煙補助薬を医療機関で処方してもら
うなど、少しでも楽に禁煙できる方法を利用すること
が成功への近道となります。最寄りの医療機関で相
談してみましょう。
　禁煙すると決めたら、喫煙に関連する物を処分
し、そして身近な人に「禁煙宣言」をするなど、でき
るだけたばこに近づかないライフスタイルに変えて
いきましょう。
　たばこは大切なものを奪いかねません。５月31日
（日）は世界禁煙デーです。「たばこよりも大切なも
の」を心に置き、あなたも禁煙生活を始めませんか？
＜健康相談＞
　市民の皆さんの健康について保健師などが相談
に応じています。希望の人は健康づくり推進課まで
問い合わせてください。

問　健康づくり推進課（☎８１２・２００２）

世界禁煙デー
～たばこよりも大切なもの～

安
全
・
安
心

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

健
康
・
福
祉

税
・
保
険
・
年
金

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
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広報ねやがわ
令和２年５月号

広報ねやがわ
令和２年５月号

子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
・ 

乳
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

　
対
象
者
に
は
、
７
月
以
降
個
別
に
送
付

し
ま
す
。
市
内
検
診
機
関
又
は
集
団
検
診

で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
検
診
日

当
日
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
持
っ
て
来
て

く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に

よ
っ
て
は
、
送
付
時
期
が
変
わ
る
と
き
が

あ
り
ま
す
。

▽
申
込
期
限　
市
公
式
ア
プ
リ
か
ら
は
検

診
日
の
３
週
間
前
ま
で
、
そ
の
ほ
か
は
令

和
３
年
１
月
29
日
（
金
）
ま
で
。

▽
対
象　
①
子
宮
頸
（
け
い
）
が
ん
検
診

…
平
成
11
年
４
月
２
日
～
12
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
女
性
②
乳
が
ん
検
診
…
昭
和
54

年
４
月
２
日
～
55
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性

※
詳
し
く
は
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
な
ど
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
づ
く
り
推
進
課
（
☎
８
１
２
・

２
０
０
２
）

人

　権

「
平
和
の
ば
ら
」
写
真
を
募
集

　
恒
久
平
和
を
希
求
す
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
環
と
し
て
、
昨
年
に
応
募
の
あ
っ
た
市

民
２
０
０
人
に
配
布
し
た「
平
和
の
ば
ら
」

の
写
真
と
平
和
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

募
集
し
、
市
主
催
事
業
や
市
役
所
な
ど
で

展
示
し
ま
す
。

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　

写
真
（
Ｌ
～
２
Ｌ
判
・
カ

ラ
ー
）
と
平
和
に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
郵
送
で
６
月
19
日
（
金
）
＝
必
着
＝

ま
で
に
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
〒
572

―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
☎
８
２
５
・

２
１
６
８
）

５
月
１
日
～
７
日
は 

憲
法
週
間

　
「
基
本
的
人
権
の
尊
重
」
は
、
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
侵
す
こ
と

の
で
き
な
い
永
久
の
権
利
と
し
て
日
本
国

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
人
権
が
守
ら
れ
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
幸
せ
な
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
人
権
尊
重
の
精
神
を
理

解
し
、
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と

し
て
考
え
、
日
々
の
生
活
か
ら
問
い
直
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
を
機
に

家
庭
・
職
場
・
地
域
・
学
校
な
ど
で
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

問　
人
権
・
男
女
共
同
参
画
課
（
☎
８
２

５
・
２
１
６
８
）

知
っ
て
い
ま
す
か 

人
権
擁
護
委
員
制
度

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
市
が
推
薦
し
、
法

務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人
権
擁
護
に

深
い
理
解
が
あ
る
人
で
、
市
内
の
各
中
学

校
区
に
１
人
い
ま
す
（
29
ペ
ー
ジ
の
表
の

と
お
り
）。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
人
権
侵
害
で
は
な

い
か
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で

悩
ま
な
い
で
近
く
の
人
権
擁
護
委
員
に
相

談
し
た
り
、
人
権
相
談
を
利
用
し
た
り
し

て
く
だ
さ
い
。
相
談
無
料
、
秘
密
は
守
り

ま
す
。

∧
人
権
相
談
∨

○
特
設
相
談
…
毎
週
火
曜
日
の
午
後
１

時
・
２
時
・
３
時

〇
全
国
一
斉
「
人
権
擁
護
の
日
」
特
設
相

談
…
６
月
２
日
（
火
）
午
前
10
時
～
午
後

４
時
、
い
ず
れ
も
広
聴
担
当
相
談
室

申
込・問　
人
権・男
女
共
同
参
画
課
（
☎

８
２
５
・
２
１
６
８
）

∧
法
務
局
相
談
∨

〇
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番
…
毎
週
月

～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
１

１
０
）

問　
大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部
（
☎
06
・

６
９
４
２
・
９
４
９
６
）

中学校区 氏　名

第一 菊地 伊三男

第二 道上　雅司

第三 荒木　裕美

第四 羽根田 康弘

第五 中野　智子

第六 松本　　勉

第七 中井　正昌

第八 原田　幸三

第九 湯川 あつ子

第十 辻本　　通

友呂岐 友井 芙美子

中木田 中井　　豊

人権擁護委員

平和のばら

囲碁クラブで対局を楽しむ五十嵐さん（左）と浅野さん

　囲碁歴はともに70年を超え、
会員が500人を超える寝屋川囲碁
将棋連盟の中でも文句なしの高齢
トップ棋士。日頃は違うクラブで
楽しんでいる2人の〝ご長寿対局〟が
実現し、「まだまだ頑張ります」
と話していました。
　最高齢の五十嵐さんは抑留され
たシベリアから日本に戻った27
歳の頃に父親に習い、勤めていた
門真市内の鉄工所では同僚とクラ
ブを立ち上げるほど熱中。「手ほ
どきした息子は４段と上達し、腕
前は逆転しました」と笑います。
　浅野さんが覚えたのは終戦の
年。「舞鶴港で復員兵の輸送に携
わり、艦船で待機しているときに
上司に教わりました」。その後、
警察庁技官として通信の仕事に従

事。職場の同好会で腕を磨き、
40年前に寝屋川市へ引っ越して
来てからも囲碁を続けました。
　ともに週に３～４日は囲碁ク
ラブで仲間と対局。浅野さんは
「高齢者福祉センターに10分ほ
ど歩いて通っていますが、これも
健康の秘訣です」。五十嵐さんは
「シャトルバスで出掛けています
が、池の里市民交流センターで
は3階まで階段で上がっています
よ」と話し、今年12月で100歳
を迎えるとはとても思えないほど
元気です。
　長く続けてきた囲碁の魅力につ
いて、2人は「手筋をいろいろと
考えるのが楽しい。頭の体操にも
なっています」と口をそろえます。
負けると今も悔しさがこみ上げ、
「今度こそ！」との気持ちが明日へ
の活力につながっているそうです。
　寝屋川市内の小学校では、16
校で児童が囲碁や将棋に取り組ん
でいます。ひ孫のような子どもた
ちと対局することもある五十嵐さ
んは「こんなに年が離れていても
対戦できるゲーム。強くなれるよ
う一緒に頑張りましょう」と激
励。浅野さんも「ルールを守りな
がら楽しく続けられるようにたく
さん友達を作ってほしい」と話し
ています。

90 歳超えても
～いきいき〝ご長寿棋士〟～

五
い が ら し

十嵐 政
まさあき

顕さん（99 歳・豊野町）

浅
あ さ の

野 誠
せいいち

一さん（97 歳・太秦中町）

　こころの病を持つ人は、増加していま
す。全国でおよそ419万人にのぼると報告
されており、誰もが経験する可能性があ
る病気といえます。
＜Aさんの体験談＞
　20歳代半ば、食欲がない、何をしてい
ても急に涙が出る、夜寝るときに明日目覚
めなければと思うようになりました。病院
に行くと、「うつ状態が強くなっている」
と言われましたが、30歳代には元気にな
り、趣味の展覧会めぐりをするなど楽しく
過ごしていましたが、再び体調が悪化し、

仕事を辞めることになりました。
　発症当時は内科で安定剤と睡眠薬を処
方されるだけだったためか、自分の感情
の波のコントロールがうまくできません
でした。今でも、躁（そう）状態になる
ことや、季節の変わり目には不安になる
ことはありますが、信頼できる病院を見
つけることができ、自分の感情をコント
ロールしやすくなりました。一般就労は
不安だけれど「福祉的就労」で同僚と話
したり聞き手になったり、安心して働く
ことができるようになりました。
＜体調が悪い時は＞
　①まず休養②気持ちを話す③無理しな
い働き方④しんどいときはすぐ受診する
ようにしています。
　周りの理解と支援があれば、自分なり
に病気とうまく付き合い、生活をしてい
くことができます。誰もが安心して生活
できるまちづくりをみなさんも考えてい
きましょう。

問　障害福祉課（☎８３８・０３８２）

ともに生きる
まちをめざして
ともに生きる

まちをめざして
～身近な病 こころの病気～

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

人　
権

健
康
・
福
祉
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広報ねやがわ
令和２年５月号

子
育
て
・
教
育

英
検
ジ
ュ
ニ
ア
・
英
検
受
検
料
補
助

∧
補
助
内
容
・
回
数
∨

○
中
学
生
…
英
検
受
検
料
の
内
、
２
年
生

時
に
２
６
０
０
円
ま
で
を
１
回
、
１
年
生

時
又
は
３
年
生
時
に
２
０
０
０
円
を
１
回

補
助
。

○
小
学
生
…
６
年
生
時
に
１
回
英
検
ジ
ュ

ニ
ア
受
検
料
の
内
、
７
０
０
円
を
補
助
。

申
込　
①
市
立
小・中
学
生
…
在
籍
の
小・

中
学
校
に
直
接
②
市
立
以
外
の
小
・
中
学

生
…
令
和
３
年
３
月
26
日
（
金
）
ま
で
に

補
助
金
交
付
申
請
書
を
郵
送
で
教
育
指
導

課
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

問　
教
育
指
導
課
（
☎
８
１
３・０
０
７
１
）

青

　少

　年

青
少
年
の
相
談
窓
口 

～
悩
み
事
は
な
ん
で
す
か
～

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
青
少
年
や
そ
の
家

族
に
対
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
適

切
な
専
門
機
関
を
紹
介
し
た
り
し
ま
す
。

▽
対
象　
市
内
在
住
・
お
お
む
ね
30
歳
ま

で
の
青
少
年
と
そ
の
家
族

▽
日
時　
毎
週
水
曜
日
、
午
前
10
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時
（
１
回
１
時
間
程
度
）

▽
相
談
内
容　
不
登
校
・
生
活
習
慣
・
ひ

き
こ
も
り
な
ど

申
込
・
問　
青
少
年
課
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
５
）

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー 

利
用
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

　
６
月
か
ら
ロ
ッ
ジ
の
利
用
料
金
が
下
の

表
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

問　
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４

３
・
78
・
１
９
１
０
）

文
化
・
交
流

市
立
埋
蔵
文
化
財
資
料
館
の
開
館
時

間
と
休
館
日
が
変
わ
り
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
、
開
館
時
間
が
午
前
９

時
～
午
後
５
時
15
分
に
、
休
館
日
が
毎
週

月
・
火
曜
日
、
年
末
年
始
、
展
示
替
え
期

間
に
な
り
ま
し
た
。

※
現
在
、
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
休
館
し
て
い
ま
す
。
再
開
につ

い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
１
３
・
０

０
７
４
）

㈱
ホ
ー
プ
（
☎
０
９
２・７
１
６・１
４
０
１
）

㈱
宣
成
社
（
☎
06
・
６
２
２
２・
７
９
９
９
）

㈱
ウ
ィ
ッ
ト
（
☎
０
７
２・６
６
８・３
２
７
５
）

広
告
掲
載
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
先

ロッジ利用料（１棟当たり） 定　員
昼間利用 宿泊利用

内　容
午前10時～午後３時 午後４時～翌午前９時

さくら 20人 1,000円→1,500円 1,600円→2,400円 木造、シャワー付き

もみじ 30人 1,500円→2,250円 2,400円→3,600円
木造、2階建て

いちょう 40人 2,000円→3,000円 3,200円→4,800円

ポプラ１～６号 各５人 400円→600円 600円→900円 ５畳一間、共同玄関

ポプラ１棟 80人 4,000円→6,000円 6,400円→9,600円 個室６部屋、大部屋

オオルリ、セキレイ、メジロ、ヒ
ヨドリ、ホオジロ 各８人 800円→1,200円 1,300円→1,950円 平屋、12畳

ウグイス１・２号室 各６人 500円→750円 700円→1,050円 ６畳一間、共同玄関

ウグイス３号室 ８人 600円→900円 1,000円→1,500円 10畳一間、共同玄関

ウグイス1棟 40人 2,000円→3,000円 3,200円→4,800円 個室３室、大部屋

市野外活動センターの料金改定

　太秦東が丘から北を望んだ写真です。手前は雪に覆われ
た太秦桜が丘の造成地で、珍しい雪景色を逃すまいとシャッ
ターを押した思い出の写真だそうです。向かいの丘の上、左
側に見えるのは国松町の家並み。その右手は木立に覆われ
ていますが、後に三井が丘の団地など住宅地になりました。

　かつての造成地は家並みが広がり、今では道路のほかは
見通せなくなりました。正面の交差点の先は寝屋川などが流
れる丘陵の裾で、打上川治水緑地が整備されました（撮影地
…太秦東が丘）。

昭
和
43
年
１
月

令
和
２
年
４
月

52
年後

　
太
秦
東
が
丘
の
緒
方
秀
樹
さ
ん
提
供
の
写
真
を
使
用

し
ま
し
た
。
30
年
以
上
前
の
市
内
の
光
景
写
真
を
貸
し

て
も
ら
え
る
人
は
企
画
三
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

打上川治水緑地

太秦東が丘
交差点

国松緑丘小学校

写
真
館

写
真
館

ね
や
が
わ



見やすいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

市YouTube
公式チャンネル

市インスタグラム

市フェイスブック

市ホームページ 市ツイッター

市公式アプリ
もっと寝屋川

Android用iOS用

新型コロナウイルス感染症に伴う市の対応は、拡大状況に応じて随時変更します。リア
ルタイムな情報は「メールねやがわ」からお知らせしますので、ぜひ登録をお願いします。

新型コロナウイルス感染症情報は「メールねやがわ」から配信

は、ぜひ登録を!!!

neyagawa@e.ikkr.jp（右のQRコード）へ空メール
を送信し、仮登録完了のメールが届いたら、メール内
のURLをクリックし、本登録をしてください。

携帯電話からの登録

メールねやがわとは 携帯電話やパソコンのメールを利用して情報を受け取る仕組み
です

パソコンからの登録
http://www.ikkr.jp/neyagawaから「仮登録」ボタンをクリック
し、メールアドレスを入力してください。仮登録完了のメールが届い
たら、メール内のURLをクリックし、本登録をしてください。

登 録 方 法
①空メールを送信②届いたメール内のURLをクリック③利用規約を
確認し「同意する」をクリック④校区「市域一斉のみ」を選択⑤カテゴリ
「新型コロナウイルス関連情報」を選択⑥「登録」をクリック

※�上記の登録方法は「新型コロナウイルス感染症」に関する情報のみの登録です。「メールねやがわ」では、その他い
ろいろな情報を配信しています。各自必要に応じて「校区」「カテゴリ」を選択してください。

新たにカテゴリ「新型コロナウイルス関連情報」を追加していますが、４月22日までにメールね
やがわに登録している人は、自身での変更手続きの必要はありません。

ＱＡ＆登録
Ｑ1 空メールを送ったが、仮登録のメールが届かない

Ｑ 3 仮登録のメールにSSL通信、SSL
非通信のＵＲＬが記載されている
が、どちらを選択すればよいか。

Ｑ 4 登録画面で校区、カテゴリが選択
できない。Ｑ 2 カメラでＱＲコードが読み取れない

Ａ 1 設定によりメールが受信ができない場合があり
ます。「anzen@city.neyagawa.osaka.jp」から
のメールを受信できる設定にしてください。メー
ルの設定方法などは各携帯電話会社などにお問
い合わせください。

Ａ 3 SSL通信のリンクを選択してくだ
さい。SSL通信で接続できない場
合はSSL非通信を選択してくだ
さい。

Ａ 4 文字ではなく、チェックボックス
を押してください。

Ａ 2 「neyagawa@e.ikkr.jp」を直接入力し、メール
を送信してください。

※�登録の方法がわからない人は右のQRコードから、又は市役所（☎824・1155）
へ問い合わせてください。

１世帯に１人

N
o.1406

5
2020

年
5
月
号
（
毎
月
１
日
発
行
）

発
行
＝
寝
屋
川
市

編
集
＝
経
営
企
画
部
企
画
三
課

（
法
人
番
号
6000020272159）

〒
572-8555

大
阪
府
寝
屋
川
市
本
町
１
番
１
号

　
☎
072-824-1181

㈹
　
ＦＡＸ
072-825-2637

市
の
人
口

・
世
帯
数

（
4
月
１
日
現
在
）

人
口
　
計
231,189

人
（
前
月
比
-288）

男
111,819

人
（
-174）

女
119,370

人
（
-114）

110,299
世
帯
（
+
137）

広
報
誌
が
届
か
な
い
と
き
は
企
画
三
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

印刷コスト１部 18.04 円（115,000 部発行）

ね
や
が
わ

広 報
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